
募集人数

5~10 名程度
※4 名以下の場合に

は実施されないこと
もある。

事前学習
6 月中旬～6 月末を

予定(派遣学生と調
整)、90 分

×1 回 内容:プロジェ
クトの概要の説明、

現地の基

本情報、注意事項、
連絡網などの確認

事後学習
10 月を予定(派遣学

生と調整)、

90 分×2 回 内容:展
覧会準備の打ち合わ

せ及び

展覧会設営

参加費(概算)
(1)予定金額

10 万円~13 万円程
度 

※この金額に含まれ
ているのは、東京―

チェンマイ

間の航空券代・海外
旅行保険料・その他

諸雑費 ※

宿泊費・食費・現地
交通費等はこの金額

に含まれ

ていない。また、上記
金額に含まれず、必

要となる

費用について現地で
徴収する場合がある

。

派遣地域
タイ国チェンマイおよびパヤオ 現地受入機関:
パヤオ大学(パヤオ)Compeung(チェンマイ)
派遣期間(事前・事後学習を除く) 2017 年 9 月 2 日~9 月 9 日

国際文化学部 2017 年度海外フィールドスクール芸術コース 

タイ北部の都市チェンマイとパヤオで美術学生や地域コミュ
ニティとのコラボレーションプロジェクトを実施する。背景の違
う人 と々の共同制作を通じて、多角的な見方、考え 方による双
方向の文化理解やコミュニケーションについて体験的に学ぶ。チェンマイでは、 アーティストインレジデンス Compeung に
滞在、最初のトライアルとして地域の保育園で 小さい子供たち
とのワークショップを試みる。また、チェンマイ市街の美術館、
博物館の 見学、チェンマイのアーティストコミュニティとの交
流を図る。

パヤオでは、パヤオ大学 において、美術学部学生と
コラボレーションによるアートプロジェクトを実施
する。滞在 中の成果は帰国後に展覧会として発表する。

実施概要

Compe
ung

×
×チェンマイ

パヤオ

バンコクの北方約720キロに位置するタイ第2の都市チェンマイは、「北方のバラ」とも称される美しい古都。1296年にランナー王朝初代メンラーイ王により新しい首都としてピン川のほとりに建設され、タイ北部の言葉で「新しい街」と名づけられました。以来、この地域の中心として、モン族やタイヤイ族、ビルマ族などさまざまな民族が交流するなか、建築や仏像の様式、言葉や料理、工芸の分野などで「ランナー文化」と称されるタイ北部独自の文化・伝統が育まれてきました。現在でも工芸が盛んな街として知られ、近年はその伝統をベースにタイ芸術の拠点ともなっています。また、周辺はタイ最高峰ドイ・インタノンをはじめとした峰々が重なる緑豊かな山岳地帯となっており、乾季（11月～1月）は平均気温が約25℃と平野部より過ごしやすいことから、避暑地としても人気があります。（タイ国政府観光庁ウェブサイトより）
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日程(変更もありうる)
1 日目
移動:日本→チェンマイ夜:全体ミーティング
2 日目
午前:ワークショップの準備午後:ギャラリー、美術館見学
3 日目
チェンマイ→パヤオ午前:ワークショップ(保育園) 午後:チェンマイ→パヤオへの移動 夜:パヤオ大学でのミーティング
4 日目
パヤオ大学学生とのコラボレーショ ン:アートプロジェクト 初日5 日目
パヤオ大学学生とのコラボレーショ ン:アートプロジェクト 2 日目6 日目
パヤオ大学学生とのコラボレーショ ン:アートプロジェクト 3 日目7 日目
パヤオ大学学生とのコラボレーショ ン:アートプロジェクト 最終日8 日目
パヤオ→チェンマイ→日本帰国

Compeung

パヤオ大学

University of Phayao 

コミュニティでのワークショップ2007年より稲垣ゼミはCompeungでゼミ合宿を行っている。滞在中に地元保育園でのワークショップ、寺院のお坊さんやアーティストとの共同制作、地域の青果市場でのインスタレーション政策などの活動を実施してきた。

パヤオ大学は、2010 
年に創設された総合

大学

で、医学部、工学部、法
学部、人文学部な どの

学

部と大学院を有し、学
生数は 3 万人を超える

。

School of Architecture and Fine Arts

チェンマイ市内で開催
されたパヤオ大学

芸術学部の卒業展（2
016年）
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ソン現代

美術館

パヤオ大学芸術学部

クワーンパヤオ湖


